
島原健康半島構想と産業振興

島 原 市



１ 島原健康半島構想の概念

・地域独自の特性や個性・資源の活用
・民間活力の活用

住民福祉・ｻｰﾋﾞｽの向上と産業振興

食と健康「薬草」

・住民の健康保持・増進
・住民福祉ｻｰﾋﾞｽの向上
・新しい産業創出
・雇用の確保・拡大



①薬草の安定供給
・休耕田等の活用 農家への直接的な所得増加

②地産地消
・薬草以外の食材の地産地消 一次産業の活性化。

③加工品の開発・販売
・薬草茶、薬草菓子の製品化(加工・販売)

④薬湯(温泉)の提供
⑤薬園跡の活用
⑥市民が薬草コンシェルジェ

①薬草の安定供給
・休耕田等の活用 農家への直接的な所得増加

②地産地消
・薬草以外の食材の地産地消 一次産業の活性化。

③加工品の開発・販売
・薬草茶、薬草菓子の製品化(加工・販売)

④薬湯(温泉)の提供
⑤薬園跡の活用
⑥市民が薬草コンシェルジェ

特異性・個性化の推進

２ 「食と健康」・薬草の活用

産業振興 雇用拡大
交流人口拡大
地 産 池 消



薬草を活用した健康産業の内容

食と健康：薬草活用型産業創造イメージ

１．飲食 ２．販売 ４．健康管理３．情報発信

薬膳料理･薬草
茶の提供

レシピの開発・提供

地元ホテル・旅館
との連携（薬膳料
理など）

オリジナル商品（薬
草ﾃｨｰﾊﾟｯｸ、薬草枕
等）の開発･販売

全国宅配サービス

薬草・薬膳
食に関する
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
の整備

※薬膳食データベー
ス化事業（CD-R
）の活用

島原半島域内の生活者

長崎県の生活者全国の生活者

長期
滞在

長期
滞在

薬草を活用し
た食事療法支
援

地元ホテル・
旅館との連携
（薬湯）

・地産地消
・農林水産物等の販売拡大
・薬草栽培による休耕田等の活用



食と健康：産業振興のサイクルイメージ
生活者

有機野菜、天然魚介類等

生産者

●食による健康

●農家との交流

●地域及び地域外の消費者
との取引機会の増加

●消費者への“島原ブランド
”普及によるＰＲ効果

域内事業者

農協

●薬草・薬膳

●有機野菜
－無農薬・無化学肥料

●天然魚介類
－抗生物質を利用しない養殖

二次加工（ヘル
シー食品）の販
売 健康で安全な“薬膳

理を提供(地産地消)

島原半島商店街

有機野菜、天然魚介
類等の生産情報

ニーズ情報（有機野菜）

ニーズ情報
（有機野菜・天然魚介類等、
宿泊情報、加工品情報等の
入手・申込み）

サービス情報
（宿泊情報・
加工品情報等の提供）

健康･安心な農作物
・魚介類・ミルク・食
肉等“島原ブランド”
を確立

漁協

●自宅から継続的
に“島原ブランド”を
購入

●“島原ブランド”を
提供するホテル・旅
館等の予約

島原半島以外の島原半島以外の
生活者生活者

有機野菜、天然魚介類等

旅行・療養滞在

有機野菜、
天然魚介類等

有機野菜、
天然魚介類等

情報の流れ
物の流れ

ホテル･旅館
温泉

ニーズ情報（有機野菜）



(1)平成14年度
・「島原市健康半島構想推進懇話会」新設（60名/ 「食の健
康」部会等4部会）
・食と健康等に対する市民のﾆｰｽﾞ調査

(2)平成15年度
・調査結果を基に民間からのｻｰﾋﾞｽ提供の可能性を検証
・市域の薬草分布調査
・薬膳料理の試作・試食（平成16年1月30日）

(3)平成16年度(地域活性化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ/2004・6・2 ﾁｰﾑ立上げ)
・薬草を活用した産業の創出・起業化
・土産品開発(薬膳食とリンク)
・特産品のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化他

３ 構想実現に向けた取り組み状況



島原健康半島構想「食の健康」事業計画

16年度 17年度

取

り

組

み

概

要

・薬膳メニューの共通化
・薬草茶の開発
・薬湯の研究

・試行提供（公民館)
・ホテル・旅館・飲食店等

(薬草の安定供給体制確立)
・休耕田等の確認、借り上げ
・採取、植え付け

薬草分布図等の製本化、配布

特定民間事業所若しくはｺﾝｿｰｼｱﾑによる起業化

・既存農水産物のブランド化と供給体制構築
・関係機関、団体間の情報発信ｼｽﾃﾑ検討



試作料理－１



試作料理－２



試作料理－３


